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『
小
祉
會
と
し
て
の
精
神
病
院
』

b
b
。

　
嗣
　
最
近
、
肚
會
諸
科
學
間
の
交
流
、
あ
る
い
は
、
吐
會
諸
科
學
の
統
合
化

の
氣
蓮
は
、
ま
す
ま
す
強
ま
り
つ
つ
あ
り
、
文
化
人
類
學
の
領
域
に
お
い
て

も
、
そ
の
例
に
も
れ
な
い
。
過
去
三
十
年
間
の
文
化
入
類
學
上
の
攣
蓬
の
う

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ち
、
と
く
に
顯
著
な
動
き
の
一
つ
と
し
て
、
人
類
學
者
の
現
代
吐
會
へ
の
進
出

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
前
に
は
、
人
類
學
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

は
、
未
開
祉
會
、
あ
る
い
は
、
無
文
字
肚
會
と
よ
ば
れ
る
非
西
欧
的
な
文
化
の

研
究
に
、
そ
の
猫
自
の
研
究
領
域
を
み
い
だ
し
て
い
た
。
未
開
肚
會
か
ら
現
代

肚
會
へ
と
、
文
化
人
類
學
者
が
そ
の
研
究
領
域
を
擾
大
し
て
き
た
原
因
に
は
、

過
去
三
十
年
間
に
わ
た
る
肚
會
諸
科
學
上
の
種
々
の
攣
遽
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
と
く
に
、
文
化
人
類
學
に
お
け
る
歴
史
學
的
關
心
か
ら
現
在
學
的
關
心

へ
の
移
行
、
お
よ
び
、
肚
會
諸
科
學
間
の
接
隅
、
交
流
の
二
黙
を
あ
げ
る
．
」
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
文
化
人
類
學
の
現
在
學
的
關
心
が
彊
ま
つ
た
こ

と
と
、
文
化
人
類
學
の
肚
會
科
學
的
傾
斜
が
激
し
く
な
つ
た
こ
と
が
、
文
化
人

類
學
者
の
現
代
吐
會
へ
の
進
出
を
促
す
基
盤
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
北
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
地
域
杜
會
、
少
籔
民
族
問
題
、
一
般

教
育
、
杜
會
事
業
、
公
衆
衛
生
、
都
市
化
、
工
業
化
、
螢
使
關
係
、
そ
の
他
の

領
域
に
人
類
學
者
が
進
出
す
る
よ
う
に
な
つ
た
事
實
、
ま
た
、
國
際
的
に
、
イ

ン
ド
、
中
國
、
日
本
の
よ
5
な
非
西
欧
吐
會
に
お
け
る
地
域
吐
會
研
究
、
あ
る

い
は
、
最
近
と
み
に
盛
ん
な
地
域
研
究
、
國
昆
性
の
研
究
、
低
開
獲
國
技
術
援

助
に
と
も
な
う
衝
撃
の
研
究
等
の
研
究
領
域
に
人
類
學
者
の
活
躍
が
み
ら
れ
る

事
實
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、

三
十
年
以
前
に
は
豫
想
も
で
き
な
か
つ
た
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
類
學
者
の
こ
の
よ
う
な
新
し
い
動
き
に
つ
い
て
、
賛
否
そ
れ
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九
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九
三
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）



　
　
　
　
紹
介
と
批
詳

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
論
議
が
あ
る
が
、
本
書
は
、
北
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
日
本
の

精
紳
病
院
に
進
出
し
た
一
人
類
學
者
が
、
そ
轡
で
、
如
何
に
研
究
に
從
事
し
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
物
語
る
、
文
化
人
類
學
上
の
新
し
い
タ
イ
プ
の

調
査
報
告
書
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
精
紳
病
院
と
い
う
特
殊
な
肚
會
を
封
象

に
し
た
、
一
見
、
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
こ
の
調
査
報
告
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、

新
し
い
研
究
領
域
に
お
け
る
人
類
學
上
の
理
論
、
方
法
、
調
査
技
術
に
つ
い
て
、

新
た
な
る
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
鮎

に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

　
著
者
コ
ー
デ
ィ
ル
は
、
シ
カ
ゴ
大
學
の
學
士
お
よ
び
修
士
課
程
を
修
了
し
、

そ
の
間
、
人
類
學
お
よ
び
精
紳
分
析
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
廣
義
に
は
「
文

化
と
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
」
研
究
者
の
一
人
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
初
期
の
論
文

に
は
、
次
の
二
、
三
の
例
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
、
．
℃
亀
9
0
一
〇
讐
o
毘
O
げ
胃
ゆ
9
0
昌
¢
註
8
9
卜
8
巨
言
影
。
9
ミ
駐
o
o
ロ
，

　
　
の
旨
○
冒
び
（
騨
O
匪
疑
8
劇
、
、
』
§
偽
嵐
0
9
§
』
ミ
誉
曾
o
℃
9
0
鷺
o
o
軸
㎝
ど

　
　
一
〇
群
O
。

　
．
．
匂
巷
き
Φ
8
》
昌
①
旨
き
頃
霞
8
葛
一
一
昌
欝
α
》
8
巨
言
雷
ぎ
β
㌦
、

　
　
Q
恥
き
翫
o
勺
o
o
讐
ぴ
9
8
璽
ミ
o
き
8
塊
R
博
訂
“
9
一
〇
鵠
・

　
、
．
》
b
嘗
a
レ
暮
胃
o
冨
一
〇
零
言
冒
。
旨
日
9
、
．
ぎ
》
炉
寄
o
⑩
げ
g

　
　
（
①
号
』
ミ
ミ
§
＆
8
璽
『
。
費
健
噂
g
冨
㎎
。
“
q
昆
く
Φ
邑
聲
o
協
o
ビ
、

　
　
o
帥
四
〇
頃
冷
oα
ω
い
一
綜
o。
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
　
　
（
九
三
四
）

　
一
九
四
九
年
、
人
類
學
者
ウ
ォ
ー
ナ
！
の
紹
介
に
よ
り
、
エ
ー
ル
大
學
附
麗

精
紳
病
院
の
調
査
に
從
事
し
、
そ
の
間
、
同
大
學
の
入
類
學
講
師
と
な
る
。
本

書
の
調
査
は
、
こ
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
一
九
五
二
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學

に
移
り
、
肚
會
關
係
學
部
講
師
、
お
よ
び
、
馨
學
部
精
帥
治
療
學
科
調
査
研
究
員

と
な
る
。
そ
の
間
、
目
本
の
精
神
病
調
査
の
た
め
、
一
九
五
四
年
よ
り
一
年
間
、

お
よ
び
、
一
九
五
八
年
に
ふ
た
た
び
來
日
し
、
調
査
を
つ
づ
け
て
い
る
。
日
本

で
の
調
査
結
果
は
、
次
の
論
文
、
そ
の
他
に
す
で
に
一
部
護
表
さ
れ
て
い
る
。
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箸
者
の
こ
れ
ま
で
に
と
り
あ
げ
て
き
た
間
題
領
域
は
、
精
紳
病
お
よ
び
そ
の

治
療
に
關
す
る
通
文
化
的
な
パ
！
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
か
ら
の
接
近
で
あ
つ
た
と
い

つ
て
よ
い
。
著
者
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
で
《
ロ
Φ
毘
昏
費
昆
目
器
霧
ぎ

〇
三
叶
自
毘
頃
o
冨
需
o
註
く
o
V
セ
ミ
ナ
！
、
そ
の
他
の
講
義
を
澹
當
し

て
い
る
。

　
二
　
人
類
學
者
は
、
そ
の
調
査
技
術
の
一
つ
と
し
て
、
参
與
者
観
察
法
（
葛
雫

菖
三
冨
暮
o
冨
臼
多
試
9
）
を
極
め
て
重
要
観
す
る
が
、
調
査
の
場
合
の
参
與

の
仕
方
に
つ
い
て
も
、
と
く
に
重
要
な
關
心
を
梯
つ
て
い
る
。
精
紳
病
院
の
調

査
に
際
し
、
著
者
は
、
ま
ず
一
患
者
に
爲
装
し
て
入
院
し
、
八
週
間
の
滞
在
期

間
を
通
し
て
、
最
大
限
の
客
観
的
な
詳
細
な
情
報
を
得
よ
．
）
と
し
た
。
し
か



し
、
患
者
と
し
て
の
身
分
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
は
、
事
實
の
客
観
的
な
牧
集

よ
り
も
、
凶
患
者
と
し
て
の
情
緒
的
な
反
感
が
多
く
な
り
、
時
に
は
、
本
も
の

の
患
者
に
も
な
り
か
ね
ま
じ
い
状
態
と
な
つ
て
、
第
一
同
の
調
査
は
失
敗
に
絡

つ
た
。
患
者
と
し
て
の
参
與
の
仕
方
に
失
敗
し
た
著
者
は
、
そ
の
輕
験
の
反
省

か
ら
、
一
年
牟
の
の
ち
、
次
に
病
院
の
正
規
の
職
員
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
、

人
類
學
者
と
し
て
の
調
査
目
的
を
隠
す
こ
と
な
く
、
ま
つ
た
く
公
的
な
立
場
か

ら
、
十
カ
月
間
に
わ
た
る
資
料
牧
集
な
ら
び
に
諸
調
査
研
究
に
從
事
し
た
。

　
調
査
活
動
は
、
早
朝
よ
り
深
夜
に
お
よ
ぶ
ま
で
、
病
院
の
す
べ
て
の
日
常
生

活
を
観
察
し
、
病
室
へ
自
由
に
出
入
し
、
患
者
と
の
密
接
な
關
係
を
保
ち
、
馨

局
會
議
に
出
席
し
、
各
種
の
治
療
記
録
を
自
由
に
牧
録
す
る
こ
と
に
當
て
ら
れ

た
。
し
か
も
、
病
院
蓮
螢
上
の
決
定
事
項
に
は
参
加
し
な
い
で
、
も
つ
ぱ
ら
、

調
査
研
究
員
と
し
て
の
自
由
な
公
的
活
動
に
專
心
し
て
い
る
。
病
棟
生
活
の
観

察
の
た
め
に
、
隔
離
病
棟
お
よ
び
一
般
病
棟
に
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
時
間
の
観
察

時
間
を
営
て
て
い
る
。
ま
た
、
馨
師
、
看
護
婦
に
よ
る
讐
局
會
議
の
五
ヵ
月
、

百
二
十
同
に
お
よ
ぶ
議
事
内
容
を
綿
密
に
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
他
、
上
級
讐

師
に
よ
る
佳
込
署
師
の
監
督
駄
況
、
住
込
馨
師
の
治
療
記
録
、
看
護
婦
宿
直
日

誌
、
そ
の
他
、
日
常
の
あ
ら
ゆ
る
相
互
的
行
爲
に
關
す
る
詳
細
な
記
録
を
集
め

て
い
る
。

　
調
査
の
目
的
は
、
廣
義
に
は
、
病
氣
お
よ
び
治
療
に
關
す
る
杜
會
・
文
化
的

要
因
の
究
明
に
あ
り
、
と
く
に
、
精
瀞
病
院
ど
い
う
特
殊
な
治
療
過
程
の
、
そ

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

の
廣
い
文
脈
か
ら
の
理
解
に
あ
る
。
そ
し
て
、
上
級
欝
師
、
佳
込
醤
師
、
看
護

婦
、
そ
の
他
の
職
員
、
お
よ
び
、
患
者
、
と
い
つ
た
各
種
の
役
割
集
團
が
相
互

に
と
り
も
つ
人
間
關
係
を
、
病
院
全
髄
の
文
脈
か
ら
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、

病
院
の
も
つ
治
療
上
の
潜
在
力
を
充
分
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
調

査
の
實
際
的
課
題
と
な
つ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
精
紳
病
患
者
の
行
動
は
、
そ
の

個
人
的
心
理
的
條
件
に
よ
る
よ
り
も
、
病
院
と
い
う
一
つ
の
壮
會
燈
系
の
プ
・

セ
ス
か
ら
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
こ
と
は
、
治
療
上
に
も
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
調
査
の
理
論
的
基
盤
に
は
、
人
類
學
者
と
し
て
の
研
究
覗
馳
、
と
く
に
文
化

と
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
研
究
の
基
本
方
針
、
お
よ
び
、
パ
ー
ス
ソ
ズ
學
派
の
肚
會

豊
系
論
の
彊
い
影
響
が
み
ら
れ
る
と
、
著
者
自
身
、
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

吐
會
艦
系
と
し
て
の
病
院
の
本
質
の
解
明
に
は
、
治
療
活
動
を
含
む
す
べ
て
の

日
常
生
活
に
あ
ら
わ
れ
た
病
院
内
諸
集
團
間
の
相
互
的
關
係
、
お
よ
び
、
そ
の

相
互
的
知
覧
の
騰
系
論
的
究
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
病
院
吐

會
は
、
上
級
馨
師
、
住
込
馨
師
、
看
護
婦
、
患
者
、
と
い
つ
た
嚴
格
な
身
分
的

關
係
に
し
ば
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
、
看
護
婦
が
署
者
に
、
佳
込
馨
師
が
上
級

讐
師
に
、
あ
る
い
は
、
患
者
が
馨
師
に
、
患
者
が
看
護
婦
に
、
と
い
つ
た
身
分

的
關
係
の
移
動
は
、
そ
の
病
院
に
と
ど
ま
る
限
り
不
可
能
で
あ
り
、
い
わ
ば
、

イ
ン
ド
の
カ
ー
ス
ト
・
シ
ス
テ
ム
と
同
様
に
、
移
動
の
禁
止
さ
れ
た
身
分
的
關

係
に
し
ば
ら
れ
る
一
つ
の
特
殊
吐
會
の
典
型
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
肚
會
膣
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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九
一
、
一
五
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

論
の
立
場
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
特
色
を
も
つ
肚
會
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
馳
に
、

本
書
の
基
本
的
な
性
格
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
調
査
の
方
法
、
お
よ
び
、
調
査
技
術
は
、
お
お
よ
そ
三
つ
の
部
門
、
つ
ま
り
、

病
院
を
構
成
す
る
各
役
割
集
團
、
各
役
割
集
團
相
互
の
關
係
、
お
よ
び
、
病
院

全
腱
と
し
て
の
蓮
螢
過
程
、
の
三
つ
の
部
門
に
わ
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
さ
ら
に

「
一
つ
の
蓮
結
シ
ス
テ
ム
」
（
一
置
ざ
山
o。
誘
富
日
）
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。

　
第
一
の
「
各
役
割
集
團
」
の
研
究
は
、
上
級
馨
師
か
ら
患
者
に
い
た
る
ま
で

の
、
各
レ
ヴ
ェ
ル
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
詳
細
な
観
察
に
よ
る
、
そ
れ
ぞ
れ

の
行
爲
の
綿
密
な
記
述
に
重
貼
が
お
か
れ
る
。
個
人
（
8
罵
坐
o
註
8
）
、
小
集

團
（
置
富
馨
舘
8
）
、
病
院
全
豊
の
プ
・
セ
ス
（
酔
冨
拐
8
註
9
）
、
の
三
段
階
に

わ
け
ら
れ
た
諸
概
念
は
、
假
名
の
患
者
ミ
ス
タ
ー
・
エ
ス
ポ
ジ
ト
の
入
院
（
第

二
章
）
、
テ
レ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ソ
設
置
の
蓮
管
政
策
決
定
に
俘
う
患
者
グ
ル
ー
プ
の

誤
解
（
第
四
章
）
、
新
入
院
患
者
を
め
ぐ
る
病
院
全
髄
の
混
謝
（
第
五
章
）
、
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

三
章
に
わ
た
つ
て
展
開
さ
れ
る
。
牛
年
以
上
に
わ
た
る
集
約
的
な
参
與
者
観
察

に
よ
つ
て
、
病
院
全
騰
の
公
的
、
私
的
な
構
造
、
お
よ
び
、
そ
の
底
流
を
な
す

潜
在
的
な
情
緒
的
構
造
を
さ
ぐ
り
あ
て
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
影
響
し
あ
う
一
つ

の
全
騰
と
し
て
の
肚
會
腱
系
の
概
略
を
、
ま
ず
最
初
に
し
め
そ
う
と
し
て
い
る

め
で
あ
る
。

　
第
二
の
「
各
役
割
集
團
相
互
の
關
係
」
の
研
究
で
は
、
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
・
テ

ス
ト
と
し
て
著
名
な
T
A
T
方
式
魯
・
》
冒
g
旨
即
ざ
肖
冨
琶
9
一
〇
卜
導
R
，
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8
b
賦
9
日
8
“
こ。
吋
段
①
〈
芭
o
β
・
国
即
署
g
昌
q
昆
お
透
ξ
寄
Φ
の
石
。
口
漣
c。
）

に
も
と
づ
く
十
二
枚
の
糟
豊
を
中
心
に
、
各
役
割
集
團
の
役
割
認
知
に
關
し
て

そ
の
構
成
員
と
面
接
し
て
い
る
。
こ
の
糟
書
は
、
こ
の
病
院
の
一
般
駄
況
、
治

療
、
管
理
運
螢
、
人
間
關
係
、
の
四
つ
の
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
を
あ
ら
わ
す
三
枚
ず

つ
の
糟
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
き
、
上

級
馨
師
、
住
込
瞥
師
、
看
護
婦
、
患
者
の
四
集
團
が
ど
の
古
）
に
反
鷹
し
て
い

る
か
、
つ
ま
り
、
各
集
團
の
知
覧
お
よ
び
感
情
に
つ
い
て
の
類
似
、
差
異
の
鮎

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
つ
て
、
各
役
割
集
團
相
互
の
關
係
、

と
り
わ
け
、
集
團
間
相
互
の
潜
在
的
、
暗
獣
裡
の
相
違
黙
を
摘
出
し
、
各
集
團

に
ひ
そ
む
濁
自
の
償
値
膣
系
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
そ
の
分
析
方
法
は
、
極
め
て
優
れ
た
論
理
性
を
示
し
て
い
る
。
讐
局
内
ス
タ

ッ
フ
、
上
級
讐
師
f
佳
込
醤
師
、
住
込
腎
師
ー
患
者
、
看
護
婦
ー
患
者
、
の
四

つ
の
相
互
的
行
爲
の
タ
イ
プ
は
、
治
療
、
管
理
運
螢
、
人
間
關
係
、
の
三
つ
の

問
題
領
域
に
お
い
て
、
各
役
割
集
團
か
ら
ど
の
よ
5
に
み
ら
れ
て
い
る
か
。
た

と
え
ば
、
住
込
腎
師
r
患
者
の
關
係
は
、
治
療
の
問
題
に
關
す
る
限
り
、
上
級

醤
師
、
住
込
讐
師
、
患
者
の
側
か
ら
樂
観
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
看
護
婦

か
ら
は
悲
観
的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
看
護
婦
ー
患
者
の
關
係
は
、
治
療
の
領

域
で
、
上
級
腎
師
、
看
護
婦
か
ら
樂
観
的
、
患
者
か
ら
は
悲
観
的
に
み
ら
れ
、

管
理
運
螢
の
領
域
で
は
、
ヒ
級
馨
師
、
患
者
か
ら
樂
観
的
、
佳
込
馨
師
、
看
護

婦
か
ら
悲
観
的
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
に
反
し
、
人
澗
關
係
の
領
域
で
は
、
上
級



幣
師
、
住
込
讐
師
、
患
者
か
ら
樂
観
的
、
看
護
婦
か
ら
悲
観
的
に
み
ら
れ
て
い

る
、
と
い
つ
た
ス
コ
ア
ー
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
患
者
集
團
は
、

治
療
の
面
て
、
上
級
馨
師
ー
佳
込
腎
師
關
係
、
住
込
馨
師
ー
患
者
關
係
に
は
樂

観
的
で
あ
り
、
看
護
婦
－
患
者
關
係
に
は
悲
観
的
で
あ
る
。
管
理
運
管
の
面
で

は
、
馨
局
ス
タ
ッ
フ
、
看
護
婦
－
患
者
關
係
に
樂
観
的
で
あ
り
、
人
間
關
係
の

面
で
も
、
看
護
婦
ー
患
者
關
係
に
樂
観
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
、
看
護

婦
集
團
は
、
治
療
の
面
で
、
上
級
讐
師
ー
佳
込
馨
師
關
係
、
看
護
婦
ー
患
者
關

係
に
樂
観
的
で
は
あ
り
、
佳
込
馨
師
ー
患
者
關
係
に
は
悲
観
的
で
あ
る
。
管
理

蓮
螢
の
面
で
も
、
馨
局
ス
タ
ッ
フ
、
看
護
婦
ー
患
者
關
係
に
悲
観
的
で
あ
り
、

人
間
關
係
の
面
で
も
、
看
護
婦
ー
患
者
關
係
に
悲
観
的
で
あ
る
。

　
鱈
寳
面
接
法
に
は
、
調
査
技
術
上
の
種
々
の
利
融
が
あ
る
。
調
査
者
か
ら
示

さ
れ
る
櫓
書
に
た
い
し
、
被
調
査
者
は
自
由
に
そ
れ
か
ら
自
己
の
物
語
り
を
構

成
し
て
い
く
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
、
自
己

の
も
の
の
考
え
方
、
心
理
の
奥
底
に
ひ
そ
む
償
値
観
、
感
情
、
知
畳
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
わ
け
て
、
普
通
の
面
接
、
観
察
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
資
料

を
牧
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
調
査
結
果
の
分
析
に
際
し
て
、

あ
る
種
の
客
観
的
な
基
準
ー
ス
コ
ア
ー
の
方
法
を
探
用
す
れ
ば
、
償
値
態
度
の

分
析
に
、
非
常
に
有
用
な
技
術
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
の
「
病
院
全
腱
と
し
て
の
蓮
螢
過
程
」
の
研
究
で
は
、
三
ヵ
月
、
六
十

三
同
に
お
よ
び
馨
局
會
議
記
録
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
目
曜
を
除
く
週
六
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同
、
午
前
中
の
十
五
分
乃
至
二
十
分
間
の
、
治
療
報
告
事
項
、
特
別
施
療
申
請
、

患
者
移
動
等
に
つ
い
て
の
醤
局
會
議
は
、
上
級
馨
師
、
佳
込
馨
師
、
看
護
婦
の

合
同
の
も
と
に
開
か
れ
る
。
こ
の
會
議
に
出
席
し
た
著
者
は
、
會
議
内
容
を
忠

實
に
速
記
し
て
い
る
。
讐
局
會
議
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
、
．
．
ン
の
流
れ
、

相
互
的
行
爲
の
構
造
と
内
容
、
そ
の
蓮
管
上
の
政
策
決
定
の
過
程
、
お
よ
び
、

こ
の
小
集
團
と
病
院
全
騰
と
の
均
衡
過
程
、
を
研
究
す
る
こ
と
が
こ
の
調
査
段

階
の
目
的
で
あ
つ
た
。
三
ヵ
月
、
六
十
三
同
に
わ
た
る
會
議
内
容
は
、
各
二
十

一
同
、
三
期
間
に
匠
切
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
病
院
全
豊
の
動
ぎ
と
關
蓮

し
て
分
析
さ
れ
る
。
分
析
項
目
は
、
相
互
的
行
爲
の
構
造
的
規
律
性
の
フ
ォ
ー

ム
、
お
よ
び
、
構
造
的
内
容
、
の
二
瀦
に
集
中
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
さ
ら
に
、

相
互
的
行
爲
の
フ
ォ
ー
ム
に
た
い
す
る
身
分
と
役
割
の
影
響
（
第
＋
章
）
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
（
第
＋
一
章
）
、
會
議
過
程
の
指
標
（
第
＋
二
章
）
、

の
三
章
に
わ
か
れ
る
。

　
そ
の
分
析
方
法
に
は
、
注
目
す
べ
き
種
々
の
計
量
的
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
相
互
的
行
爲
の
フ
ォ
！
ム
に
つ
い
て
は
、
討
論
参
加
の
量
と
参
加
の
性
格

が
問
題
と
な
る
が
、
後
者
に
關
し
て
は
、
ベ
ー
ル
ス
の
『
相
互
的
行
爲
分
析
」

（
菊
・
閾
・
切
巴
o
の
”
ぎ
富
冨
9
一
g
寄
0
8
ω
ω
卜
］
β
一
蕩
量
＞
山
q
δ
o
箒
≦
①
ω
一
8

℃
9
房
庄
同
嶺
9
躍
冨
昌
」
り
9
）
に
も
と
づ
き
、
（
1
）
杜
會
的
情
緒
的
領

域
－
積
極
的
、
（
亙
）
作
業
領
域
i
同
答
、
（
皿
）
作
業
領
域
ー
質
問
、
（
W
）
肚
會

的
情
緒
的
領
域
ー
消
極
的
、
の
四
つ
の
相
互
的
行
爲
領
域
、
お
よ
び
、
ω
蓮
糟
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性
を
し
め
す
、
図
緊
張
か
ら
の
解
放
を
し
め
す
、
⑧
同
意
す
る
、
㈲
示
唆
を
與

え
る
、
㈲
意
見
を
與
え
る
、
㈲
指
向
を
與
え
る
、
ω
指
向
を
求
め
る
、
㈲
意
見

を
求
め
る
、
⑨
示
唆
を
求
め
る
、
⑯
同
意
し
な
い
、
⑳
緊
張
を
し
め
す
、
働
敵

封
を
し
め
す
、
の
十
二
の
相
互
的
行
爲
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
、
の
二
つ
の
操
作
に
よ

る
討
論
参
加
の
性
格
分
類
を
用
い
る
。
そ
し
て
、
討
論
参
加
の
量
と
性
格
に
た

い
す
る
討
論
成
員
の
身
分
と
役
割
の
影
響
力
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
手

順
と
し
て
、
①
各
役
割
集
團
別
會
議
参
加
人
員
お
よ
び
行
爲
度
数
、
ω
そ
の
行

爲
度
籔
李
均
、
⑧
参
加
人
員
籔
に
よ
る
各
役
割
集
團
の
順
位
、
ω
病
院
長
お
よ

び
佳
込
馨
師
主
任
の
参
加
籔
お
よ
び
行
爲
度
籔
、
㈲
そ
の
行
爲
度
激
李
均
、

㈲
看
護
婦
監
督
、
主
任
看
護
婦
、
捲
當
看
護
婦
の
参
加
籔
お
よ
び
行
爲
度
籔
、

ω
そ
の
行
爲
度
籔
李
均
、
⑧
各
佳
込
馨
師
（
五
名
）
の
参
加
歎
お
よ
び
行
爲
度

籔
、
㈲
そ
の
行
爲
度
籔
李
均
、
⑯
そ
の
獲
言
頻
度
順
位
、
⑳
上
級
馨
師
（
六
名
）

に
よ
る
住
込
馨
師
許
債
順
位
、
働
蟄
言
頻
度
順
位
と
許
贋
順
位
の
比
較
、
⑬
相

互
的
行
爲
の
十
ニ
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
別
に
よ
る
各
役
割
集
團
の
行
爲
度
籔
、
αの
各

役
割
集
團
の
十
ニ
キ
ャ
テ
ゴ
リ
i
別
行
爲
度
籔
配
分
比
率
、
⑯
相
互
行
爲
の
四

領
域
別
に
よ
る
各
役
割
集
團
の
行
爲
度
籔
配
分
比
摩
、
⑯
十
ニ
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー

お
よ
び
各
役
割
集
團
別
に
よ
る
行
爲
度
数
李
均
、
⑰
十
ニ
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
分
類

に
よ
る
問
題
解
決
に
貢
献
し
た
各
役
割
集
團
の
行
爲
度
籔
配
分
比
率
、
㈲
四
領

域
十
ニ
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
別
各
役
割
集
團
の
行
爲
度
籔
順
位
、
の
十
八
圏
表
の
分

析
を
か
か
け
る
。
さ
ら
に
、
積
極
的
情
緒
、
参
加
意
欲
、
の
二
つ
の
イ
ン
デ
ソ
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ク
ス
を
作
り
、
各
役
割
集
團
の
馨
局
會
議
に
お
け
る
積
極
的
消
極
的
態
度
の
分

析
を
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
相
互
的
行
爲
の
計
量
的
分
析
方
法
は
、
肚
會
心
理

學
、
肚
會
學
の
領
域
に
お
け
る
小
集
團
の
研
究
か
ら
獲
展
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
人
類
學
者
の
側
に
お
い
て
も
、
極
め
て
積
極
的
に
搦
取
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

そ
の
意
欲
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
馨
局
會
議
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
分
析
に
際
し
て
も
、
十

四
の
キ
ャ
テ
ゴ
リ
ー
と
五
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
用
い
、
ト
ピ
ッ
ク
が
如
何
に
問
題

と
さ
れ
、
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
に
何
が
起
つ
た
か
を
追
跡
し
よ
う
と
す
る
。
さ
ら

に
、
六
十
三
同
に
わ
た
る
馨
局
會
議
の
時
間
的
経
緯
は
、
ω
腕
落
、
ω
全
騰
的

情
緒
、
③
沿
極
的
情
緒
、
㈲
複
合
度
、
⑤
蓮
螢
上
の
困
難
度
、
⑥
上
級
讐
師
に

よ
る
統
制
、
ω
混
飢
、
⑧
非
決
定
、
の
八
つ
の
指
標
の
操
作
に
よ
つ
て
、
病
院

全
鐙
の
諸
動
向
と
封
鷹
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
。
集
約
的
、
微
観
的
調
査
で
は
、

と
も
す
れ
ば
無
覗
さ
れ
易
い
時
間
的
経
緯
の
問
題
は
、
こ
こ
で
も
、
計
量
的
組

織
的
に
分
析
さ
れ
て
お
り
、
調
査
技
術
上
、
注
目
す
べ
き
も
の
が
多
い
。

　
隣
接
諸
科
學
の
調
査
技
法
を
人
類
學
的
研
究
に
導
入
し
よ
う
と
し
た
著
者
の

こ
れ
ら
の
調
査
技
術
は
、
こ
れ
ま
で
、
鹸
り
に
も
「
素
手
の
観
察
」
に
頼
り
す

ぎ
て
い
た
人
類
學
の
領
域
に
、
新
し
い
局
面
を
開
く
も
の
と
み
て
さ
し
つ
か
え

な
い
。
本
書
の
十
五
年
以
前
に
出
版
さ
れ
た
ホ
ワ
イ
ト
の
同
じ
傾
向
の
人
類
學

的
研
究
（
ミ
皆
冨
g
コ
ミ
げ
旨
9
聾
8
9
0
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Φ
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と
比
較
し
、
こ
の
十
五
年
間
の
調
査
技
術
の

精
密
化
、
お
よ
び
、
杜
會
諸
科
學
の
交
流
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

　
三
　
著
者
は
、
位
會
艦
系
と
し
て
の
精
紳
病
院
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
病
院
内
の
顯
現
的
公
的
構
造
、
私
的
構
造
、
お
よ
び
、
そ
れ
を
さ
さ
え
る

潜
在
的
情
緒
的
構
造
を
え
ぐ
り
だ
そ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
地
位
、
役
割
、
債

値
シ
ス
テ
ム
等
の
肚
會
膣
系
論
の
諸
概
念
に
よ
り
間
題
の
分
析
を
進
め
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
肚
會
盤
系
と
し
て
の
病
院
と
、
そ

れ
を
と
り
ま
く
地
域
肚
會
、
國
家
、
文
化
等
の
高
次
の
シ
ス
テ
ム
と
の
關
係
で

あ
ろ
）
。
著
者
は
、
二
の
馳
に
關
し
、
「
，
オ
㌧
フ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
の
概
念
、
あ

る
い
は
「
文
脈
化
二
8
旨
臼
言
包
齢
雪
δ
昌
）
の
考
え
方
、
お
よ
び
、
比
較
研

究
の
方
向
、
に
問
題
の
解
決
を
み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
人
間
行
動
は
、
生
理
現
象
と
し
て
の
生
理
的
シ
ス
テ
ム
、
個
々
の
襲
達
過
程

と
し
て
の
パ
ー
ス
ナ
リ
テ
ィ
・
シ
ス
テ
ム
、
家
族
、
友
人
そ
の
他
の
恒
常
的
小

集
團
と
」
て
の
シ
ス
テ
ム
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
も
つ
と
廣
い
意
味
で
の
吐
會
構

造
等
に
規
制
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
諸
シ
ス
テ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
猫
自
に
完
結
す
る

閉
ざ
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
相
互
に
關
連
し
自
律
的
に
規
制
さ
れ
る
開

か
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
著
者
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
し
て
、

人
間
行
動
の
蓮
結
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
類
型
的
相
互
關
係
こ
そ
、
人
類
學
の
中

心
課
題
で
あ
る
と
し
、
そ
の
一
類
型
を
精
紳
病
院
に
み
い
だ
し
て
い
る
わ
け
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
一
つ
の
類
型
の
綿
密
な
微
覗
的
研
究
と
し
て
の
意
義
は
、
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本
書
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
充
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
病
院
自

騰
は
、
決
し
て
閉
ざ
さ
れ
た
一
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
な
く
、
地
域
肚
會
、
文
化

の
影
響
の
も
と
に
あ
る
オ
：
プ
ン
・
シ
ス
テ
ム
の
一
畷
で
あ
る
鮎
に
つ
い
て

は
、
い
さ
さ
か
の
疑
義
も
な
い
。

　
し
か
る
に
、
著
者
は
、
病
院
と
地
域
吐
會
の
關
係
に
は
故
意
に
鰯
れ
な
い
こ

と
に
し
た
、
と
本
書
に
こ
と
わ
つ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
も
し
將
來
、
こ
の
問
題

に
研
究
の
焦
馳
を
向
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
調
査
デ
ザ
イ
ン
は
か
な
り
難
し
い

が
、
患
者
が
病
院
へ
向
う
過
程
、
そ
の
際
の
仲
介
人
、
患
者
と
そ
の
家
族
お
よ

び
彼
ら
が
佳
む
地
域
砒
會
と
の
關
係
、
患
者
の
退
院
後
の
地
域
吐
會
で
の
生
活

等
の
間
題
の
解
明
が
有
盆
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
の
病
院

－
地
域
祉
會
の
關
係
は
、
實
際
的
問
題
解
決
の
意
圖
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

つ
て
、
い
ま
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
い
る
方
法
論
上
の
問
題
と
は
直
接
關
係
し
な

い
。
要
す
る
に
著
者
の
立
場
は
、
つ
ね
に
高
次
の
シ
ス
テ
ム
と
の
關
蓮
を
考
慮

し
な
が
ら
も
、
一
つ
の
類
型
的
相
互
關
係
の
解
明
に
焦
融
を
営
て
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
個
人
の
自
己
行
爲
、
小
集
團
の
相
互
的
行
爲
の

観
察
か
ら
、
そ
れ
ら
の
文
脈
を
「
文
脈
化
」
し
蹟
大
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
だ
か
ら
、
著
者
は
、
本
書
の
方
法
論
上
の
特
色
に
ふ
れ
、
「
病
院

に
お
け
る
人
類
學
的
研
究
は
、
小
地
域
肚
會
の
現
地
調
査
と
、
實
験
室
で
實
験

的
に
つ
く
ら
れ
た
小
集
團
の
観
察
と
の
、
ど
こ
か
中
間
に
位
置
づ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
思
う
」
（
b
や
o
。
駕
～
鵠
V
と
い
つ
て
い
る
の
も
、
こ
の
間
の
事
情
を
し
め
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す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
小
地
域
吐
會
の
研
究
で
は
、
行
爲
に
關
す
る
動
機
づ

け
や
感
情
は
、
生
そ
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
行
爲
領
域
の
擾
が
り
に
制
限
が
少

な
い
の
で
、
そ
れ
を
追
跡
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
他
方
、
實
験
的
小
集
團
の
観

察
で
は
、
資
料
を
明
確
に
記
録
し
、
そ
の
方
法
を
一
そ
う
精
密
に
す
る
こ
と
は

で
き
る
が
、
そ
の
實
験
的
作
業
が
被
験
者
に
ど
れ
だ
け
の
意
味
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
の
で
あ
る
。
著
者
の
狙
い
は
、
こ
の
爾
者
の
効
果
的

な
併
用
に
あ
つ
た
わ
け
で
、
そ
の
範
園
で
、
類
型
的
相
互
關
係
の
今
後
の
研
究

に
示
唆
す
る
と
こ
ろ
多
い
と
い
え
よ
う
。

　
人
類
學
者
で
あ
る
著
者
は
、
勿
論
、
文
化
の
相
蓮
が
も
た
ら
す
意
味
に
つ
い

て
無
關
心
で
は
な
い
。
再
度
來
日
し
、
わ
が
國
精
紳
病
院
の
研
究
を
績
け
て
い

る
の
は
、
通
文
化
的
な
比
較
研
究
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら

な
い
。
通
文
化
的
比
較
研
究
な
く
し
て
は
、
個
人
の
パ
！
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ

る
動
態
性
に
つ
い
て
の
、
便
値
の
文
脈
か
ら
派
生
す
る
種
々
の
影
響
の
範
園
を

確
認
す
る
方
法
は
み
あ
た
ら
な
い
。
著
者
は
、
各
文
化
に
お
け
る
精
沸
病
の
自

然
史
的
比
較
研
究
、
お
よ
び
、
精
紳
病
患
者
の
入
院
、
在
院
、
退
院
に
お
け
る

文
化
・
杜
會
的
過
程
の
意
味
を
探
求
す
る
た
め
に
、
日
本
で
の
調
査
を
は
じ
め

た
と
い
う
。
日
本
で
の
調
査
結
果
は
、
若
干
の
諸
論
文
を
除
き
、
い
ま
だ
詳
し

く
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
著
者
の
意
圖
は
、
本
書
に

み
ら
れ
る
調
査
モ
デ
ル
の
、
日
本
に
お
け
る
比
較
検
討
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は

な
い
。
つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
吐
會
で
み
ら
れ
た
同
様
の
類
型
、
過
程
が
、
他
の
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日
本
文
化
の
も
と
で
護
見
さ
れ
る
か
否
か
。
も
し
獲
見
さ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
の

相
蓮
は
何
で
あ
る
か
。
こ
れ
ら
の
黙
に
關
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
吐
會
・
文
化
的
要
因
一
般
に
關
す
る
研
究
か
ら
、
吐
會
膣
系
と
し
て
の

病
院
と
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
吐
會
・
文
化
と
の
關
係
の
問
題
に
、
著
者
の
次
の

覗
馳
が
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
、
「
文
化
ー
家
族
ー
パ
ー
ス
ナ

リ
テ
ィ
」
類
型
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ソ
に
注
目
す
る
著
者
は
、
日
本
で
の
年
齢

お
よ
び
性
別
に
よ
る
ヒ
ェ
ラ
ル
キ
ー
に
彊
い
關
心
を
し
め
す
。

　
日
本
の
精
紳
病
院
は
、
著
者
に
よ
る
と
、
そ
の
吐
會
構
造
が
嚴
格
で
あ
り
、

身
分
的
上
下
關
係
に
彊
く
支
配
さ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
モ
デ
ル
」
に
準
擦

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
精
紳
病
患
者
の
特
色
に
は
、
ア
メ
リ

カ
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
比
較
的
彊
い
抑
欝
状
態
、
自
己
嬢
悪
、
封
人
恐
怖
症
、

腺
病
質
、
お
よ
び
周
園
に
張
く
依
存
す
る
傾
向
等
が
あ
り
、
病
院
内
で
も
、
讐

師
、
看
護
婦
に
す
こ
ぶ
る
從
順
で
、
患
者
仲
間
に
依
存
し
、
極
め
て
主
膣
性
が

と
ぼ
し
く
、
長
期
に
わ
た
る
彊
い
緊
張
を
し
め
す
こ
と
が
少
な
い
そ
う
で
あ

る
。
一
口
に
い
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
非
常
に
騒
々
し
い
の
が
、
日
本
で
は
非

常
に
静
か
だ
と
い
う
の
が
、
精
神
病
院
の
相
違
に
つ
い
て
の
印
象
で
あ
る
と
い

つ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
比
較
研
究
の
騰
系
的
な
獲
表
は
近
い
將
來
に
期
待
さ
れ
る
が
、
そ

れ
は
、
箪
に
印
象
的
な
解
羅
に
終
る
問
題
で
は
な
く
、
こ
と
に
、
本
書
に
断
片

的
に
記
述
さ
れ
た
限
り
の
印
象
論
に
終
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
改



め
て
こ
と
わ
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
文
化
と
小
集
團
研
究
の
間

に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
著
者
の
比
較
研
究
の
方
針
に
よ
り
、
一
懸
の
解
決
の
途

を
み
い
だ
し
て
い
る
黙
は
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
注
目
し
て
よ
い
と
思
5
。
普

遍
的
な
概
念
用
具
と
し
て
の
吐
會
騰
系
論
を
中
心
に
、
も
ろ
も
ろ
の
調
査
技
術

を
騙
使
し
た
類
型
的
研
究
を
異
文
化
の
も
と
で
比
較
楡
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
封
的
な
文
化
的
状
況
の
も
と
に
お
け
る
人
間
行
動
を
、
客
観
的
意
味
的

に
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
黙
、
ラ
ド
ク
リ
フ
・
ブ
ラ
ウ
ン
を
中
心
と

す
る
砒
會
構
造
比
較
研
究
の
方
法
論
と
若
干
の
類
似
性
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ

に
は
、
著
者
が
遍
歴
し
て
き
た
、
文
化
人
類
學
、
比
較
吐
會
學
、
臨
床
心
理
學
、

の
諸
科
學
の
一
つ
の
融
合
過
程
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
比
較

研
究
の
方
法
に
は
、
難
か
し
い
方
法
論
上
の
問
題
が
あ
る
が
、
本
書
に
あ
ら
わ

れ
た
吐
會
膣
系
論
に
よ
る
比
較
研
究
の
展
開
に
は
、
考
慮
す
べ
き
問
題
の
核
心

が
ひ
そ
む
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
四
　
こ
れ
ま
で
、
主
と
し
て
研
究
の
方
法
、
調
査
の
技
術
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
が
、
著
者
は
、
精
紳
病
院
の
研
究
か
ら
、
最
後
に
「
臨
床
人
類
學
」

（
o
一
日
ざ
毘
帥
暮
日
ε
9
0
零
）
の
可
能
性
を
問
題
に
し
て
い
る
。
病
院
あ
る
い

は
他
の
馨
學
上
の
組
織
に
お
い
て
、
實
際
に
あ
る
種
の
責
任
あ
る
立
場
に
た
ち
、

人
び
と
と
日
々
接
隅
し
、
観
察
お
よ
び
面
接
の
技
術
を
通
し
て
調
査
研
究
に
從

事
す
る
の
が
、
臨
床
人
類
學
の
任
務
と
さ
れ
て
い
る
。
病
院
そ
の
他
の
讐
學
上

の
組
織
の
管
理
蓮
螢
は
、
臨
床
人
類
學
者
の
探
用
に
よ
つ
て
、
そ
の
治
療
能
力

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

を
さ
ら
に
高
め
う
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
省
に
も
と
づ
く
結
果
で
あ

る
。
本
書
に
序
文
を
寄
せ
た
エ
ー
ル
大
學
精
紳
治
療
學
科
主
任
レ
ッ
ド
リ
ッ
ヒ

博
士
は
、
著
者
の
臨
床
人
類
學
的
活
動
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
の
精
神
治
療
學

界
の
自
己
陶
酔
が
打
破
さ
れ
、
病
院
蓮
管
上
の
も
つ
と
合
理
的
な
効
果
的
な
方

法
を
學
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
の
べ
て
い
る
。
馨
師
は
、
患
者
の
治
療
封
策
に
っ

い
て
、
治
療
者
お
よ
び
運
管
者
と
し
て
の
讐
局
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
葛
藤
、
命
令

系
統
の
混
飢
、
職
種
に
た
い
す
る
不
満
感
、
無
關
心
状
態
、
惰
性
等
の
、
こ
れ

ま
で
無
覗
さ
れ
て
き
た
現
象
の
重
大
な
る
影
響
力
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
、
專
門
家
と
し
て
の
臨
床
人
類
學
者
の
出
現
に
、
大
い
に
期

待
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
人
類
學
者
の
側
で
も
、
精
紳
病
お
よ
び
精
紳
病
院
の
研
究
は
、
文
化
一
般
の

理
解
に
大
い
に
役
立
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
文
化
人
類
學
と
精
神
讐
學
は
、

過
去
三
十
年
に
お
よ
ぶ
理
論
上
の
密
接
な
交
流
を
重
ね
て
き
た
が
、
著
者
の
い

う
臨
床
人
類
學
の
構
成
に
よ
つ
て
、
爾
者
の
多
産
的
な
異
種
交
配
を
も
つ
と
組

織
化
し
よ
う
と
す
る
。
と
く
に
、
観
察
、
面
接
の
調
査
技
術
に
關
し
人
類
學
は

精
紳
馨
學
か
ら
學
ぶ
べ
き
も
の
が
多
く
、
か
つ
て
サ
ピ
ー
ア
を
し
て
、
人
類
學

は
精
紳
馨
學
を
必
要
と
す
る
と
ま
で
い
わ
し
め
た
が
、
精
紳
馨
學
も
同
様
に
、

人
類
學
を
必
要
と
す
る
段
階
に
き
て
い
る
こ
と
を
著
者
は
強
調
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
臨
床
人
類
學
の
護
展
に
は
、
著
者
も
い
う
よ
う
に
、
國
際
的
比
較
研
究
の
必
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紹
介
と
批
評

要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
わ
が
國
の
こ
の
方
面
の
實
状
に
つ
い
て
は
、

若
干
の
調
査
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
臨
床
人
類
學
の
構

成
か
ら
得
る
と
こ
ろ
多
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
最
後
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
本
書
に
一
貫
す
る
研
究
方
法
お
よ
び
諸
調
査
技
術

か
ら
、
多
く
の
も
の
を
學
び
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
身
分
的
關
係

に
し
ば
ら
れ
、
そ
の
間
の
移
動
が
禁
止
さ
れ
る
吐
會
は
、
な
に
も
病
院
だ
け
に

限
ら
な
い
。
工
場
や
學
校
、
軍
隊
そ
の
他
の
集
團
に
お
い
て
も
、
同
様
の
基
本

的
性
格
を
み
い
だ
す
こ
と
は
い
と
も
簡
軍
で
あ
る
。
筆
者
が
本
書
を
手
に
し
た

の
は
、
實
は
、
ハ
㌧
ハ
ー
ド
大
學
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
ロ
ス
リ
ス

バ
ー
ガ
ー
教
授
の
博
士
課
程
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

事
業
纒
螢
の
人
間
關
係
を
封
象
と
す
る
研
究
領
域
に
お
い
て
も
、
本
書
は
、
極

め
て
優
れ
た
示
唆
を
與
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
調
査
技
術
の
有
用
性

は
い
う
ま
で
も
な
く
、
方
法
論
上
の
反
省
が
そ
の
セ
、
・
・
ナ
ー
で
と
り
あ
げ
ら
れ

た
こ
と
は
、
と
く
に
筆
者
に
と
つ
て
、
大
い
に
わ
が
意
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
つ

た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
管
の
人
間
關
係
研
究
は
、
輕
螢
事
業
膣
を

一
つ
の
吐
會
腱
系
と
し
て
考
察
す
る
よ
り
も
、
一
作
業
場
、
一
職
場
集
團
を
中

心
と
す
る
餓
り
に
も
微
硯
的
な
、
籐
り
に
も
實
用
本
位
の
研
究
に
偏
つ
て
い
た

の
で
、
一
作
業
場
、
一
職
場
集
團
を
、
そ
の
経
管
事
業
盟
全
般
の
諸
吐
會
構
造
、

諸
役
割
集
團
と
の
關
連
に
お
い
て
、
あ
た
か
も
著
者
が
本
書
で
と
り
あ
つ
か
つ

た
よ
う
に
、
全
髄
關
蓮
的
に
研
究
す
る
こ
と
が
も
つ
と
も
必
要
な
こ
と
で
あ
つ
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た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
の
方
法
論
上
の
反
省
は
、
そ
の
調
査
技
術
の

併
用
と
と
も
に
、
脛
螢
の
人
間
關
係
研
究
に
寄
興
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
目
下
米
山
教
授
を
主
任
と
す
る
中
小
企
業
螢
使
關
係
の
調
査
計
書
が
進
ん
で

い
る
が
、
こ
の
ば
あ
い
の
方
法
論
上
の
問
題
、
調
査
技
術
上
の
間
題
の
検
討
に

際
し
て
も
、
本
書
か
ら
う
け
る
示
唆
は
極
め
て
有
用
で
あ
ろ
う
。
中
小
企
業
の

企
業
主
、
職
長
、
職
人
、
徒
弟
、
と
い
つ
た
各
役
割
集
團
は
、
本
書
に
あ
ら
わ

れ
る
役
割
集
團
の
構
造
、
機
能
に
類
推
さ
れ
る
馳
が
多
い
。
ま
た
、
中
小
企
業

に
は
、
わ
が
國
掲
自
の
古
い
傳
統
的
様
相
－
著
者
の
い
う
「
家
族
的
モ
デ
ル
」

1
が
根
づ
よ
く
残
存
し
て
い
る
の
で
、
本
書
の
調
査
デ
ザ
イ
ソ
か
ら
何
が
も

た
ら
さ
れ
る
か
、
極
め
て
興
味
あ
る
問
題
を
な
げ
か
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
あ

え
て
い
う
な
ら
ば
、
中
小
企
業
の
國
際
的
な
比
較
検
討
は
、
そ
の
よ
う
な
綿
密

な
諸
調
査
研
究
の
成
果
を
基
盤
に
し
て
、
は
じ
め
て
優
れ
た
意
味
を
も
つ
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
文
化
の
相
違
を
國
民
性
そ
の
他
の
全
禮

的
次
元
か
ら
研
究
す
る
こ
と
は
、
勿
論
、
必
要
な
一
つ
の
方
法
で
は
あ
る
が
、

精
神
病
院
、
中
小
企
業
そ
の
他
の
具
膿
的
次
元
の
精
密
な
調
査
研
究
を
比
較
検

討
す
る
方
法
も
、
文
化
人
類
學
の
基
本
的
覗
馳
と
し
て
決
し
て
無
意
味
で
は
な

い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
の
難
か
し
さ
は
、
現
在

の
状
況
か
ら
し
て
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
の
最
終
的
な
評

償
は
、
實
は
、
こ
れ
に
績
く
日
本
で
の
研
究
成
果
と
の
比
較
槍
討
に
ま
つ
と
い

わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
時
嚴
周
）


